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５万分の１地質図幅 
説   明   書 

 

北海道立地下資源調査所 

技術員 三 谷 勝 利 

嘱  託 魚 住   悟 

同    藤 江   力 

 

は し が き 

 

この図幅説明書は，昭和37年8月に，延45日間の野外調査をおこなった結果を取 

まとめたものである。野外調査に当たっては，三谷が南部地域を，魚住と藤江が北部 

地域を，それぞれ分担しておこなった。そのほか，第四紀の地層について，北海道大 

学理学部湊正雄，北海道開発局北川芳男の両氏にご助言をうけた。また，原野内の泥 

炭地については，北海道立農業試験場の調査資料
5）

を参考とした。 

この図幅地域は，いわゆる天北油田地帯の一隅を占めており，地域内にも，勇知背 

斜と夕来背斜と名付けられた油田構造が発達していて石油および構造性天然ガスの賦 

存地域として，注目されているところである。 

また，この調査で，第四紀中部洪積世の地層が地域内から隣接地域にわたって，広 

く発達していることが，新たに見出された。 

Ⅰ 位置および交通 

この図幅のしめる位置は，北緯45ﾟ10'～45ﾟ20'，東経141ﾟ30'～141ﾟ45'の範囲であ 

る。 

行政上では，その北半部から南西部海岸にかけた地域は稚内市に，南東部地域は豊 

富町に，それぞれ属している。 

交通は，地域内の東隅を南北に横切って，国道40号線が通じている。また，抜海， 

勇知，兜沼，芦川の各市街を通って，国鉄宗谷本線が走っている。 

抜    海（旭川－第8号） 
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このほか，海岸や主要河川にそって， 

また，分散した部落を結んで，多くの道 

路が開さくされている。 

Ⅲ 地   形 

この図幅地域は，大きくみると，つぎ 

の四つの地形区に区分できる。 

a） 標高10m以下の湿地性原野，お 

よび，主要河川流域の冲積氾濫原を 

ふくむ地形区 

b） 主要河川および原野の周縁部にで 

きた平坦台地，および，低い丘陵性 

台地などの地形区 

c） 海岸付近の砂丘地形区 

d） その他の山地形区 

これらの地形区は，それを構成する地 

質状態をよく反映している。すなわち， 

a）地形区は，冲積層の発達した地域 

であって，とくに，河川の中・下流域で 

は，広い原野を形成し，厚い泥炭層を埋 

積している。 

b）地形区は，冲積面からの比高が， 

20m前後までのところに形成された台 

地である。この台地の多くは，新第三紀 

層および第四紀中部洪積世の地層が平 

坦化作用をうけた ローリングヒル で 

あって，台地の末端は，斜面をつくって 

いる。なお，海岸地域クトネベツ川流域， 

およびその他の河川流域の一部などに 

は，段丘堆積物の発達する平坦台地がみ 

手
前
の
丘
は
，
兜
沼
層
の
丘
陵
性
台
地
。
む
こ
う
側
の
低
地
の
周
辺
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地
が
み
ら
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る
。
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１
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辺
地
域
の
地
形
 

〃
 〃

 



― 3 ― 

とめられる。 

c）の地形区は，海岸砂丘から構成された，標高 5m～20mまでの砂丘地形である。 

この地域の砂丘は，夕来付近を境として，その北部と南部とで，発達状態がいちじ 

るしくちがっている。 

北部地域では，海岸からほぼ 500m 前後の範囲内で海岸線にそって，帯状に延びた 

数列の砂丘が発達しているのに対して，南部地域では，海岸から，2,000～2,500m の 

内陸部にまで，砂丘が広がっている。また，その形態も，海岸に近い数列は，帯状に 

連続して発達している。しかし，内陸部では，いちじるしい破壊をうけて，数多くの 

砂山に分断されており，その方向性も判然としないような状態に，変貌している。 

これらの砂丘列や砂山の間には，窪地や湿地，ときには沼などが形成されている。 

d）地形区は，いわゆる山地であって，新第三紀層および第四紀の兜沼層から構成 

されている。 

この図幅地域は，最高標高点が 135m であり，全般的には，80m 前後以下の低い 

起伏地形をなしている。 

また，この地形区内では，基盤地層の構成岩相によって，地形状態がかなりちがっ 

ている。すなわち，声問層の発達する地域では，風化しやすい泥質岩のために，曲線 

的な地形をつくっている。一方，砂質岩や礫質岩から構成された勇知層や更別層の発 

達する地域では，鋭角的な山形をなし，また，起伏の周期が細かく，V字谷をつくっ 

ていることが多い。 

さらに，兜沼層の分布地域では，構成岩相が軟弱であり，かつ，地層は，ほとんど 

水平である。このために，起伏の少ない，平坦地形を形成し，沢は U 字谷になってい 

るものが多い。 

Ⅲ 地 質 概 説 

この図幅地域に分布する地層は，天北地域の一般累重層序
3）

の上半部すなわち，声問 

層から上位の新第三紀層，および第四紀層であって，その層序は，第１表のようである。 

分布状態を概観すると，北半部の地域には，新第三紀層が，南西部では，第四紀洪 

積世の地層が，南東部は，広い原野をつくって，泥炭を主とした冲積層が，それぞれ 

広域を占めて露出している。 

新第三紀層は，下部は，おもに泥質岩相から構成された海成層であるが，上位にむ 
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第１表 地  質  層  序  表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かうにしたがって，岩相はしだいに粗粒となり，最上部では，亜炭層を介在した陸成 

層にかわる累積状態をもっている。それぞれの地層間は，いずれも，整合的に累重し 

ている。 

第四紀洪積世の兜沼層は，この図幅で新たに命名した地層であって，おもに，砂礫 

層と砂層から構成された陸成堆積層である。この地層は，その堆積および分布の状態 

からみて，中期洪積世時期の地層と考えられる。 

Ⅳ 新第三紀層 

新第三紀層は，構成岩相のちがいから，下位より，声問層，勇知層，更別層の三つ 

の地層に区分される。 

Ⅳ.１ 声 問 層 

模式地： サラキトマナイ川の東側支流流域。 

分 布： 北東部地域に広く分布するほか，南西方の下勇知海岸で，夕来背斜軸の 

頂部に，わずかに分布している。 

層 相： 全層を通じて，ほとんど暗灰色の泥岩から構成されているが，ときには， 

やや硬質の泥岩のほか，凝灰岩の薄層をはさんでいることがある
＊

。 

この泥岩は，無層理でやや軟質の岩相をもっている。風化すると，淡灰色の不規則 

 
＊ 天北地域では，声問層と下位の稚内層との地層境は，かならずしも，統一されてい 
ない。したがって，調査者によって，両地層の構成岩相の記載がいくぶんちがって 

いる。 
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岩塊にこわれやすく，また，赤色の年輪状の縞模様があらわれる。さらに，水をふ 

くんで粘土化されやすいので，斜面崩壊が処々にできている。 

化 石： 図幅地域内では，みとめられなかった。 

層 厚： この地域では，下限がみとめられないが，隣接の稚内図幅地域
4）

では，400 

～500mの厚さを測定している。 

Ⅳ.２ 勇 知 層 

模式地： 勇知市街附近の丘陵台地の崖。 

分 布： 勇知背斜および夕来背斜の，頂部から両翼部にかけて，帯状に分布して 

いる。 

そして，抜海海岸から勇知市街にかけた地域，および，豊田から大沢にかけた地域 

で，良好な発達をしめしている。 

下位層との関係： 声問層を構成する泥岩から泥質砂岩の卓越した岩相に変るとこ 

ろで，両地層を境した。地層は，整合的である。隣接する豊富図幅
9）

内では，勇知層最 

下部の化石礁を鍵層として，地層を境しているようである
＊

が，この図幅内では，鍵層 

として追跡できるようなものはみとめられなかった。 

層 相： この地層は，おもに，泥質砂岩，細粒砂岩から構成されており，わずか 

に，泥岩や中・粗粒砂岩をともなっている。 

泥質砂岩および細粒砂岩は，暗青灰色の色調をもった，塊状の岩相をもっている。 

分級は悪く，砂粒，細礫，浮石礫，木片などをふくんでいる。また，雲母片をかなり 

ふくんでおり，やや，凝灰質の岩質をもっている。 

この地層は，一般的には，下部から上部にむかって，砂質泥岩→細粒砂岩・砂質泥 

岩互層岩相→中・粗粒砂岩を介在した細粒砂岩で，ときに礫質砂岩をレンズ状にはさ 

んだ岩相と順次累重しており，岩相が漸次粗粒質化する累積状態をしめしている。し 

かし，南西部地域の小沢付近では，下部相の一部が，泥岩の卓越した泥質砂岩，およ 

び細粒砂岩などの互層岩相から構成されていて，外観上では，声問層と間違うような 

地層をなしている。
＊＊

この岩相からは，ほかの地域で勇知層に普通産する介類化石と同 

 
 ＊ 豊富図幅の中に，抜海海岸付近では，含化石礫岩層で声問層と接していると記載 

されているが，抜海海岸に発達するこの礫岩層は，勇知層ではなくて，さらに上 

位の別層である。 
＊＊ 北海道 20 万分の１地質図では，声問層となっている。 
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種の化石がみとめられている。 

化 石： 勇知層からは，豊田，勇知，小沢などの地域で，つぎのような介類化石 

を産出した。 

Acila sp.（Acila gottschei type） 

Venericardia sp. 

Mactra sp. 

Mercenaria stimpsoni（GOULD） 

Macoma optiva  YOKOYAMA 

Turritella fortilirata SOW. 

その他巻介数種 

層 厚： 勇知背斜地域で，200～250mの厚さをもっている。 

Ⅳ.３ 更 別 層 

この地域の新第三紀最上部の地層である。構成岩相のちがいから，下部相と上部相 

とに区分される。 

a） 下 部 層 

模式地： 抜海海岸の崖。 

分 布： この図幅内で，もっとも広く分布している地層であって，向斜構造の底 

の部分に，緩傾斜で発達している。 

下位層との関係： 勇知層の砂質岩相から含礫砂岩の卓越した岩相に変るところ 

で，両地層を境しており，地層は，漸移している
＊

。 

層 相： 含礫砂岩と中・粗粒砂岩との不規則な互層累層であって，ところによっ 

ては，細粒礫岩の卓越しているところもある。 

礫岩および含礫砂岩の構成礫は，指頭大以下の亜円形のものが多い。礫種は，黒色 

粘板岩，黒色頁岩，赤色チャート，白色珪質岩，硬砂岩などの古期岩類が多く，とき 

に，暗灰色泥岩や砂岩がみとめられる。 

砂岩は，分級がひじょうに悪く，偽層層理の発達した軟質岩相である。 

この地層は，全層を通じて，層相変化のいちじるしい瀕海性堆積層である。 

模式地では，細粒礫岩を主とし，含礫砂岩や粗粒砂岩をともなった岩相が，発達し 

 
＊ この地層境は，かなり便宜的に求めたものであるために，各地点で求めたものが， 

かならずしも，同時面とは考えられない。 
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ている。しかし，勇知付近や豊田地域では，偽層層理のいちじるしい含礫砂岩と，粗 

粒～中粒砂岩との不規則な互層累層からなっている。そして，ときに，粘土質泥岩薄 

層を介在している。 

化 石： 抜海海岸から，つぎの介類化石を産出した
＊

。 

Mytilus sp. 

Patinopecten cf nakatonbetsuensis AKIYAMA 

P.          spp.. 

Scrripes groenlandica（BRUG.） 

Dosinia tatunokutiensis NOMURA
＊＊

 

D.     sp. 

Soletellina（Nuttallia） commonda（YOKOYAMA） 

Panope japonica A. ADAMS 

Spisula voyii（GABB） 

Mactra sp. 

Mya cunaieformis BÖHM 

海胆類 

層 厚： 

b） 上 部 層 

模式地： 豊田から兜沼にいたる開拓道路の峠下の付近。 

分 布： 勇知背斜と夕来背斜との間にある大きな向斜構造の軸部で，沼向から南 

の地域に分布しているが，露出は，まえにのべの開拓道路ぞいに限られてみられる。 

層 相： 下部相が，礫質岩相の卓越した瀕海成堆積層であるが，この上部相は， 

前者とは，構成岩相がいちじるしく相違した陸成堆積層である。 

細粒砂岩，凝灰質中粒砂岩，粒土質泥岩などの細かい互層であって，凝灰岩，亜炭 

 
 ＊ 抜海海岸から産出する化石は，全体に北海道内のほかの地域から産出する同種の 

化石にくらべて，ひじょうに大型になっている。また，その化石群集は，北海道 

主部地域の鮮新世の代表的化石動物群である 滝川－本別化石動物群 に類似し 

ている。 
＊＊ 畑井小虎および吉田新二による。（H A T A I, K O T O R A  ＆  Y O S I D A  S i n z i（1941)； 

O n  t h e  O c c u r r e n c e  o f  D o s i n i a  t a t u n o k u t i e n s i s  N O M U R A, B u l l.  B i o g e o g r. 

S o c. J a p a n，Vo l .11，No.7） 

〃
 〃
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などを介在している。 

細粒砂岩は，外観では，勇知層の同質砂岩と酷似した岩相をもっているが，勇知層 

のものにくらべて，軟弱であり，また，かなり凝灰質である。 

泥岩は，暗青灰色の粘土質岩である。いちじるしく湿性で，軟弱な岩相をみせるも 

ので，炭化木片や浮石片をふくんでいる。 

亜炭は，砂粒や火山灰質物をまじえた粗悪なものであって，未炭化木片，枝，木皮 

などをふくんでいる。厚さは，5～10cmていどである。 

この地層の最下部には，厚さ数 10m の細粒砂岩が発達しており，この岩相の下底 

で，下部相と境している。この上位は，粘土質泥岩，凝灰質砂岩の細かい互層であっ 

て，１～２枚の亜炭層をはさんでいる。 

層 厚： 上限は不明であるが，ほぼ 150m前後と思われる。 

Ⅴ 第 四 紀 層 

図幅地域に発達する第四紀の地層は，洪積世の兜沼層，段丘堆積物，冲積世に属す 

る冲積堆積物，砂丘および豊徳火山灰層
＊
などである。 

Ⅴ.１ 兜沼層（新称） 

模式地： 開源付近の国道 40 号線の切割りの崖，および，兜沼小学校北西方の砂 

利取り場。 

分 布： 勇知川から南の山地および丘陵地域上勇知東方丘陵性台地，サラキトマ 

ナイ川流域のやや平坦な台地などで，新第三紀の地層をおおって，広く分布している。 

下位層との関係： 緩く傾斜した新第三紀の地層の上に，ほほ水平に累重している。 

累積状態は，開源，勇知市街から 40 号線にぬける山道，小沢付近の峠，豊田－兜沼開 

拓道路の峠下付近などでみることができる。 

層 相： 砂礫層，砂岩，粘土層，赤色ローム質火山灰などから構成された，陸 

成堆積層である。 

砂礫層は，偽層のいちじるしい軟弱な岩相をもっている。この岩相中には，古期岩 

類の礫のほかに，灰白色泥岩，硬質頁岩，砂岩などの亜円礫をかなり混えており，ま 

た，ときには，灰白色泥岩の岩塊をふくんでいることがある。 

 
＊ この火山灰層は，地域全般にわたって，表層をおおっている浮石質火山灰である。 

地質図では，この地層は，省略してある。地層名は，北川芳男の命名である。 
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この砂礫層にふくまれる礫は，地域によって，礫の構成種にかなりの相違がみとめ 

られる。 

この地層は，標式地では，全層のほとんどの部分が砂礫層であって，上位には，砂 

層と粘土層の互層または粘土層が，数 m の厚さで続き，さらに，最上位には，厚さ， 

50～80cmの赤色のローム質火山灰層が重なって累積している。 

しかし，小沢付近の峠では，この標式的な累層とはちがって，砂礫層をほとんどふ 

くまない，砂層と粘土層の互層岩相が，厚さ 5～6m で勇知層の上に発達している。 

この岩相も上部には，赤色のローム質火山灰層が発達しており，兜沼層に相当する 

地層であることは明らかである。 

兜沼層の粘土層や砂層中には，ときに，沼鉄鉱（高師小僧）をふくんでいる。 

なお，この図幅内では，開源の露出に，粗悪質で，レンズ状の亜炭層を介在してい 

る。 

隣接地域の丸山付近の試錐岩心，および，豊富南西方の 40 号線切割りのところで 

は，数 10cmの亜炭層を１枚挾んでいるようである
＊

。 

この地層で低い丘陵性台地の上に発達しているものでは，段丘堆積物とほとんど区 

別することができない場合が多い。この図幅内でも，とくに，勇知川上流からサラキ 

トマナイ川流域に発達するものは，区別がはっきりつけられなかったので，本稿の地 

質図では，兜沼層として取扱ったが，今後の研究結果で，判然とさせたいと考えてい 

る。このほかにも，勇知川流域や，アチャルベシベ川流域などでも，混乱しているも 

のがあると思われる。 

また，勇知川とアチャルベシベ川との間の山地地域でほぼ標高 80m よりも高位の 

部分に，兜沼層の発達がみられるか，どうかについても，かなり不明確であって，こ 

の点も，今後の調査に待つことにする。 

兜沼層は，発達状態およびこの上位に重なる地層その他の関係
＊＊

から，ほぼ，中期洪 

 
 ＊ 湊正雄，北川芳男などによる。 
＊＊ この兜沼層の赤色ローム質火山灰層の上位には，北川らによって「ワンコの沢 

軽石層」と名付けられた特徴のある火山灰層が重なっており，この図幅内でも， 

数地点でその存在が知られている。そこでこの軽石層と，兜沼層との間には，不 

整合関係のあることがみとめられている。 

なお，本稿の地質図では，この軽石層は，はぶいてある。 
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積世（ミンテル－リス間氷期）時期の，陸成堆積層であろうと考えられる。
＊

 

天北地域には，新第三紀の地層をおおって，沼川層と呼ばれている，洪積世の地層 

が，古くから知られている。この地層は，東に隣接する沼川図幅，宗谷図幅
8）

および豊 

富図幅
9）

などの地域に広く分布していることが報告されている。 

本稿で兜沼層とした地層は，古くから沼川層と呼ばれてきた地層とは，別の地層で 

ある。 

なお，両地層の関係については，今後の調査で明らかになるであろう。 

化 石： 亜炭中から，Meniyanthes  sp. のほか，種の明らかでない木の種子を， 

多数産出した。 

層 厚： 地層分布の状態からみて，70m以上に達するものと考えられる。 

Ⅴ.２ 段丘堆積物 

抜海～夕来間の，海岸やクトネベツ低地帯の周辺地域には，比高が 5～10m の平坦 

段丘面が，わずかに発達していて，それぞれ，数 m の厚さの砂礫層や粘土層が累積し 

ている。 

このほか，勇知川やサラキトマナイ川の流域にも，丘陵台地の末端に，わずかに発 

達している。 

この図幅地域は，がいして，段丘の発達が貧弱であり，また，隣接の稚内海岸地域
4）

 

にみられる標高 40m と 80m の二つの平坦段丘面は，海岸，内陸をとわずみとめられ 

ないようである
＊＊

。 

これは，この地域に限って，後期洪積世時期における陸地の昇降運動が，隣接地域 

にくらべて異常であったとは考えられない。したがって，おそらく，その背後地から 

の岩の移動による埋積ないし変形に原因するのではないかと思われる。 

Ⅴ.３ 砂   丘 

図幅内の海岸地帯全域にわたって，多くの砂丘群が発達している。 

この砂丘群は，夕来付近を境として，北部と南部とでは，形態が，いちじるしくち 

がっている。 

北部地域では，ほぼ，現海岸に並列した，狭長な砂丘が，２～３列発達しており，標 

 
 ＊ 湊正雄，北川芳男などによる。 
＊＊ 40m 平坦段丘面は，下男知から抜海にいたる海岸では，みとめられるが，堆積物 

とおぼしいものはみられなかった。 
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高も，海岸側から，2.5m，5m，ときに，10～15m と，内陸側にむかって高くなって 

いる。また，もっとも内陸側のものは，やや削作用をうけている。 

これに対して，南部地域のものは，第２図にしめしたように，現海岸線にやや斜交 

した方向で発達しており，その形態も，かなり複雑化している。 

これらの砂丘は，その高度および開析度から，５帯に大別されるようである
＊
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２図 南部地域の砂丘群の発達状態 

 

＊ 一つの帯が１列の砂丘を表わすものではない。 
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第１，第２帯は，北部地域に発達するものによくにているが，第３～第５帯の砂丘 

は，開析作用が進行し，小規模の砂山に分断されている。そして，砂山の間には，湿 

地や低地が形成されている。高度も，15～23mと高くなっている。 

Ⅴ.４ 沖積堆積物 

図幅地域内の主要河川流域，海岸地域には，冲積堆積物が広く発達している。 

この堆積物は，地域によって，構成物がちがっている。すなわち，河川流域の低地 

が広くなっているところでは，泥炭層が，この周縁部や河川上流では，砂・礫・粘土 

からなる累層が，海岸や砂丘地帯では，砂を主とした海浜砂層がそれぞれ発達してい 

る。 

泥炭層
5）

は，大部分が，木－ヨシ泥炭から構成され，砿質土壌を多く混えた低位泥炭 

である。そして，上サロベツ原野やアチャルベシベ川下流域の一部に，ヨシ－ヌマガ 

ヤ泥炭，ヌマガヤ－ホロムイスゲ泥炭などから構成された中間泥炭，ミズゴケ泥炭か 

ら構成された高位泥炭がわずかに発達している。 

泥炭層の厚さは，上サロベツ原野では，2～3m，アチャルベシベ原野では 0.3～0.9 

mである。 

Ⅵ 地 質 構 造 

この図幅地域の地質構造は，ほぼ，南北方向に走る二つの背斜軸－勇知背斜と夕来 

背斜－および，これに対応する二つの向斜軸によって支配されている。 

これらの褶曲構造の両翼部の地層は，5ﾟ～12ﾟの緩い傾斜をしめしている。 

一方，軸の方向については，勇知背斜は，南下りで，南にむかって，上位の地層が 

分布してくるが，夕来背斜では，下勇知海岸に，声問層が分布し，これから南にむか 

って軸はやや急激に沈み，勇知層および更別層が続いているが，３線の付近で，軸の 

傾斜は反転し，南にむかってうき上った構造にかわっている。すなわち，この背斜で 

は，軸方向の褶曲が発達しているようである。 

断層は，勇知川の上流から開源付近にぬけた，ほぼ N20ﾟ～25ﾟ W 方向のものがみ 

とめられる。この断層は，褶曲軸を，斜めに切って発達している。 

Ⅶ 応 用 地 質 

この図幅地域の地下資源は，石油および天然ガスである。 
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石油および構造性ガス 

この図幅地域には，勇知背斜，夕来背斜 

と名付けられた，二つの背斜軸が，南北の 

走向で発達している。 

勇 知 背 斜 

この背斜は，両翼の地層の傾斜が，20 ﾟ 

以下の緩い構造状態をもち，また，軸は， 

南にむかって 7ﾟ前後沈んでいる。 

この背斜構造は，古くから良好な油田構 

造として知られ，昭和 16 年から 20 年まで， 

日下部石油鉱業株式会社によって開発され 

た。 

その間に掘さくされた井戸の深度そのほ 

かの状態は，つぎのようである。 

これらの井戸の柱状図によると，この地 

域では，いちおう，採油に価する油層は， 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３図 旧坑井位置図 
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150～200m，210～250m，および 300m 付近にあって，これより深部では，R－13 号 

で 420～450m の間に油徴，580m 付近に多量のガスが確認された。また，各油井と 

も，100m以浅で，油徴およびガス徴が多く認められた。 

これらの井戸は，２～３をのぞいては，石油およびガスを産出しているが，いずれ 

も，石油産量にくらべて，ガス量は少なく，ほぼ，30m3/d ていどにとどまっている。 

なお，現在は，いずれも，廃坑となっている。 

上にのべた油徴およびガス徴の認められた層準は，ほとんどが声問層中であり，R 

－10，R－13 および C－1の３本が，稚内層にはいっているようである。 

天北油田地帯では，一部の地域で，稚内層中に油層およびガス層の存在することが 

確かめられているが，大部分の油・ガス層は，増幌層の中で認められている。 

したがって，この背斜地域では，石油・ガス鉱床の本体と目される増幌層層準に対 

する開発に，大きな期待がかけられている。 

夕 来 背 斜 

この背斜については，今日まで，石油およびガスについての地表徴候は，まったく 

知られていないために，未開発のままで放置されている。 

背斜構造の形態としては，まえの勇知背斜とにており，ひじょうに緩傾斜をなして 

いる。 

なお，アチャルベシベ原野内で，この背斜軸が通ると思われるところで，塩素量の 

濃度が，2,000mg/l 以上の地下水の自噴井があり，また，この南でも，深度 42m て 

いどの井戸から，塩素量 185mg/l で，ガスをともなった自噴井が知られている
10）

。 

これらの塩分の高い水およびガスについての，詳しい分析はおこなっていない。し 

たがって，明確ではないが，冲積堆積物の下位に埋積されている，石油およびガス鉱 

床の上部徴候かも知れない。 
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EXPLANATORY TEXT 

OF THE 
GEOLOGICAL MAP OF JAPAN 

(Sca le   1： 50,000)  
 

B A K K A I 
(Asahikawa-8)  

 
By  

Katsu toshi  Mi tani  
Sa toru  Uozumi  
Tsutomu Fuj ie  

(Geolog ica l  Survey  of  Hokkaidō)  
 

Résumé  
 

The  map a rea  of  the  Bakka i  shee t  i s  loca ted  in  the  nor th  
part of Hokkaidō, between Lat. 45ﾟ 10'～45ﾟ 20'  and Long. 141ﾟ 30'  
～ 141ﾟ 45'.  

The  a rea  o f  th i s  shee t  map  i s  subd iv ided  topographica l ly  in to  
four  provinces.   They are ;  a)  the  province of  a l luvia l  f lood pla in  
and swampy  p la in  le ss  than  10m in  a l t i tude ;  b)  the  p rovince  of  
f la t  t e r race  and  h i l ly  te r race,  l e s s  than  40m he ight ;  c)  t he  coas ta l  
sand  dune  prov ince ;  and  d)  the  mounta inous  p rov ince.  

Geology  

In  th i s  a rea  a re  deve loped  the  Neogene  and  Quate rna ry  s t ra ta,  
o f  which  the  s t ra t ig raphic  success ions  a re  shown in  Table.  

1.  Neogene  Sy stem 
The  Neogene  sys tem of  th i s  a rea  i s  subd iv ided  l i tho log ica l ly  

in to  the  Koe to i  format ion  (Upper  Miocene),  t he  Yūchi  fo rmat ion  
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T a b l e :   G e o l o g i c a l  S u c c e s o i o n  

A g e  G e o lo g i c a l  o rd e r  

 
A l l u v i a l  d e p o s i t s  

 

 
T e r r a c e  d ep o s i t s  

K a b u to n u ma  f o r ma t i o n  

 

 
S a r a b e t su  U p p e r  M e mb e r  

f o r ma t i o n  Lo we r  M e mb e r  

Yū ch i  f o r ma t i o n  

K o e to i  f o r ma t i o n  

(Lower  P l iocene)  and  the  Sa rabe t su  fo rmat ion  (Lower  Pl iocene).  
They  a re  conformable  wi th  each  o the r,  and  represen t  the  upp-  
e r  ha l f  o f  the  Neogene  se r i e s  deve loped  gene ra l ly  i n  t he  Te-  
mpoku d i s t r ic t  (or  the  nor thern  Teshio  Prov ince).  

The  Koe to i  fo rma t ion  i s  composed,  t h roughout  t he  whole  
sequence,  of  dark grey,  massive mudstone.   This mudstone,  when 
i t  i s  decomposed,  changes  in to  l igh t  grey,  so f t  one,  and  shows a  
cha rac te r i s t ic  pa t te rned  co loura t ion  l ike  annual  r ings.  

The  Yuch i  fo rma t ion  i s  a  s e r i e s  o f  muddy  sands tone  and 
f ine  sands tone,  wi th  a  few in te rca la t ions  of  medium to  coa rse  
sandstones  and of  mudstone.   Mar ine  mol luscan  foss i l s  which  
would  p robab ly  be  a t t r ibu ted  to  the  Tak ikawa-Hombetsu  fauna,  
t he  rep resen ta t ive  P l iocene  fauna  of  Hokka idō,  a re  found  in  th i s  
fo rmat ion.  

The  Sa rabe t su  format ion  i s  subdiv ided  l i tho logica l ly  in to  the  
Lower  and  the  Upper  fac ie s.  

The  Lower  fac ie s  i s  represented  by  i r regular  a l t e rna t ions  of  
conglomeratic sandstone and medium to coarse sandstones.   Thick 
beds of granule conglomerate are developed locally.  Cross bedding 
is  well  observed throughot  th is  facies,  and la teral  change of  l i tho-  
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logy  i s  conside rab le.   Foss i l s  o f  mar ine  she l l s  a re  obta ined  f rom 
these  sediments.  

The  Upper  fac ies  i s  represen ted  by  f requent  a l te rna t ions  of  
fine sandstone, medium-grained tuffaceous sandstone and claystone. 
I t  has  a  few in te rca la t ions  of  tuf f  and  l igni t e.  

2.  Qua te rna ry  System 
The  Quate rna ry  sys tem of  th i s  a rea  i s  composed of  the  Ka-  

bu tonuma format ion  and the  t e r race  deposi t s,  a s  we l l  a s  o f  the  
a l luvial  deposi ts  and the  sand dune deposi ts.   Of  these  the  former  
two  be long  to  the  Di luv ia l  age,  wh i le  the  la t te r  two  are  o f  the  
Al luvia l  age.  

The Kabutonuma format ion,  ly ing on the  Neogene format ions  
unconformably,  i s  deve loped extens ive ly  in  the  sou the rn  and  eas-  
t e rn  pa r t s.   I t  i s  the  te r re s t r ia l  depos i t s  composed o f  sand and  
gravel,  sand,  clay and loamy ashes.   Beds of crude l ignite contai-  
n ing  Menyanthes  sp.  a re  in te rca la ted  loca l ly.  

Th i s  fo r ma t ion  i s  r ega rded  a s  t he  depo s i t s  o f  t he  midd le  
P le i s tocene  age,  because  of  i t s  mode  of  d i s t r ibut ion  and  o f  the  
re la t ion  to  the  super jacen t  fo rmat ions.  

The  t e r race  depos i t s  a re  deve loped ra ther  poor ly,  and  a re  
found  a long  the  coas ta l  d i s t r ic t  and  a l so  a round the  Kutonebe t su  
lowland.   They  make  f la t  p la ins  wi th  a  re la t ive  he igh t  of  5  t o  10  
m.  

The  sand  dunes  a re  ex tens ive  a long  the  coas ta l  d i s t r i c t.   To  
the  south  o f  Yūkuru,  they  are  wel l  deve loped  invading  as  fa r  a s  
2.5km from the  shore  l ine.   There,  seve ra l  rows of  sand  dune  
running  a long  the  in land s ide  a re  so  d i ssec ted  as  to  exh ib i t  nume-  
rous  i so la ted  sand  h i l locks.  

The  main  r ives  and  s t reams of  th i s  a rea  a re  furn i shed,  a long 
their  lower  and middle  courses,  wi th  extensive swampy wilderness  
where  th ick  accumula t ions  of  pea t  a re  formed.  

Economic  Geology  
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P e t ro l e u m a n d  s t ru c t u ra l l y  c on t r o l l ed  n a t u ra l  ga s  a r e  t h e  
main  underground resources  in  th i s  a rea,  which  occupies  a  par t  
o f  the  Tempoku o i l  f ie ld.   Two ant ic l ines  s t re t ch ing  ear ly  f rom 
nor th  to  sou th  o f fe r  su i tab le  s t ruc tu re  fo r  accumula t ion  of  pe t ro-  
l eum.   Among them the  one  named the  Yūchi  an t i c l ine  has  long  
been  known,  and  seve ra l  we l l s  for  pe t ro leum were  explo i ted  on  i t.  
They  y ie lded  once  a  few quan t i t ie s  o f  o i l  and  gas,  bu t  a re  now 
abandoned.   These wells  are  rather  shal low,  not  reaching so deep  
as  the  Masuhoro format ion,  the  main oi l  reservoir  in  the  Tempoku 
oi l  f ie ld.   In  th is  resepect,  fur ther  exploi tat ion is  expected to be  
f ru i t fu l.  
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